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ITUAJより

　社会人となり、早くも2年が経過しようとしていますが、2018年4月よ
り出版編集委員を仰せつかり、かれこれ2回寄稿させていただいてお
ります。つい2年前は新社会人として、右も左もわからず暗中模索の
日々 でしたが、月日の経過による環境への順応性には自分自身のこと
ながら驚くばかりです。
　写真は昨年10月にモンゴルで開催されたMC-42に出席した際に、
ウランバートル市内で撮影した公園の様子です。10月とはいえ、同
国は最低気温-15℃を記録する極寒地帯であるにもかかわらず、草
木は寒さを感じていないかのように青 と々生い茂っています。日本で
はほとんどの草木が秋の訪れとともに、青さを失うことを思うと、順応
性の偉大さは測り知れないものがあります。
　近年、私たちの通信手段としてスマートフォンが不可欠になりつつ
あります。回線が3Gに落ちると、不快感を覚え、高速通信が当たり
前のものとして生活に深く根付いています。
　「高機能携帯電話」としてスマートフォンの原型の到来が騒がれ
た2000年代を振り返ると目覚しい進歩と言えます。
　仕事柄、5年後、10年後、私たちの生活はどのように変化してい
るのだろうかと考えることがあります。超高速・大容量通信が当たり
前となり、回線が5Gに落ちたことで不快感を覚える時代かもしれませ
ん。これも一種の順応なのでしょうか。

順応性
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編集後記

　自動運転の開発と並び、最近自動車業界で注目が高まってい

るのが、インターネット経由で外部とつながる、コネクテッド・カー

です。ETCやカーナビなどで、既に殆どの車に通信機器が搭載

されている中、メーカー各社が「コネクテッド・カー」という言

葉を使うようになったのは、通信の高速・大容量化で、提供でき

るサービスが格段に広がるためです。

　「コネクテッド・カー」という言葉を聞いたことはあるけれど、

具体的な特徴は？実際何ができるのか？大きな変化が起きるの

か？そんな疑問にお答えする本号の特集、ぜひご一読下さい。

ウランバートル市内の公園
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